
 

調査研究の趣旨 

25年後の未来に活躍できる人材を育成するために 

人口減少社会の到来、急速なグローバル化の進展を前に、求められる人材が変化 

 ・自ら課題を見つけ、その課題を解決することが出来る人材の育成が急務 

 ・将来にわたり、主体的に学習に取り組むことができる態度の醸成が必要 

  ～特に、基礎学力の確実な定着、学習意欲の喚起が重要 

  ～「基礎学力の定着に向けた学習改善」を目指した体制づくりや取り組みの改善に必要なＰＤＣＡサイクルの確立を目指す 

 

 

 

調査研究の目的 

①基礎学力の定着に必要な学習指導体制を確立する。 

②学習意欲を喚起する学習指導の在り方を検討する。 

③学習改善を図るためにＰＤＣＡサイクルを構築する。 

Ⅰ．基礎学力の定義と現状把握 および 研究計画・指導計画

の作成 

○学力スタンダード（シラバス）の作成による基礎学力についての共

通理解 

○生徒の入学時の基礎学力、生活習慣、学習習慣の現状把握 

（基礎力診断テスト／アンケート等の実施と分析） 

○現状をふまえた研究計画・指導計画の作成 

Ⅳ．取り組み結果に基づく指導改善 

○研究成果と改善点のとりまとめ 

○学習改善のためのＰＤＣＡサイクルが機能する体制の確立 

○構築したＰＤＣＡサイクルの普及 

○教育課程などの見直しの検討 

Ⅱ．基礎学力の定着に向けた学習改善の取り組み 

○学習指導改善のための取り組み 

・基礎学力定着プロジェクト会議の定期的な開催 

・ＩＣＴ活用、アクティブ・ラーニングによる授業実践 

・先進校視察 

・校内研修会の実施 

○家庭学習の習慣化に向けたしくみの構築 

○新規独自テスト問題の作成の取り組み 

○近隣中学校との授業交流 

予定している成果 

◎校内の学習指導改善体制の確立 

◎教員の授業力向上 

◎生徒の学習意欲の向上と基礎学力の定着 

◎生徒の家庭学習の習慣化 

◎学校の活性化 

◎教師の作問能力の向上 

◎教員・生徒のＩＣＴ活用力の向上 Ⅲ．基礎学力の定着度の測定及び分析 

○基礎学力の継続的な実施と分析 

○ＣＢＴを想定したテスト実施方法の検討 

○学力調査の活用についての市内小中高の連携 

○調査研究事業検討委員会の開催 

＜実践研究校＞ 文理開成高等学校 

＜調査研究事業検討委員会＞ 

大学教授（城西国際大学，国際武道大学）、 

文理開成高等学校顧問、民間有識者、元鴨川中学校長、

保護者会長など 

生徒指導部会 

（生活習慣改善／家庭学習習慣化改善） 

評価・指導・助言 

「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究事業」事業概念図  ＜学校法人文理開成学園＞ 
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教務部会 

（基礎学力分析／学習計画改善） 

進路指導部会 

（基礎学力測定／進路意識調査） 

基礎学力定着プロジェクト 

教科担当 

（国・数・英） 

学年会 

（１学年） 


